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　2025年6月21日，長岡技術科学大学名誉教授の梅

村晃由先生が，胃がんで逝去されました。長岡技術

科学大学に着任後に提唱した「集雪冷房システム」

のコンセプトを具現化するための要素技術（水力輸

送，雪保存技術，経済性評価など）の開発に尽力さ

れましたので，本学会でもよくご存知の会員も多い

ことと思います。

　梅村晃由先生は昭和33年名古屋大学工学部金属工

学科をご卒業後，トヨタ車体株式会社に入社され，

その後，昭和35年には名古屋大学を経て，同年12

月に原子燃料公社（核燃料開発機構の前身）に勤務

されました。昭和40年には埼玉大学に移られ，12年

間にわたって鋳造の凝固過程の研究を精力的に進め

られ，この間の研究業績により，昭和51年2月，東

京大学より工学博士の学位を授与されました。

　昭和53年4月の長岡技術科学大学の開学ととも

に，同大機械系に迎えられ，大学のカリキュラム編

成，実務訓練制度の創設など，本学の立ち上げの重

要な部分を担われました。その後，地域に根ざした

研究として，集雪冷房システムの開発に取り組まれ

るとともに，克雪利雪のための機器やシステムの開

発を精力的に推し進められました。

　また，先生は熱心に教育にも取り組まれ，多数の

博士号取得者を輩出されるとともに，世界各国との

国際学術交流活動や産官学交流活動等を通して本学

の発展にご尽力されました。学内において，技術開

発センター長，専攻主任などの要職を歴任されたの

はもちろんのこと，長岡技術者協会会長，日本雪氷

学会北信越支部長，同雪氷工学分科会長，など，地

域や学会のなかでも重要な役割を担われました。以

上のような活躍が認められ，日本鋳造工学会，軽金

属学会，日本雪氷学会等から，数多くの賞を受けて

おられます。2001年3月31日をもって，長岡技術科

学大学をめでたく定年退官され，同年4月に本学名

誉教授となられました。

　定年後には，梅村研究開発事務所を立ち上げられ

て主にダイカスト（鋳造）や雪氷防災に関する技術

的な研究・開発やコンサルティングを精力的に進め

られました。

　先生の人となりをご紹介するにあたって，過去の

著作物を整理していて，随筆を何篇か見つけまし

た。改めて拝読すると，先生のお人柄がよく現れた

文章になっています。3篇ほど下に転記させて頂き

ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

随想「鋳物と雪」

　鋳物，Vol. 60(3)， 139-140， 1988.

　この冬は，早くから雪が降り始め，新潟県長岡市

では，11月の末に降ったものが根雪になりそうで

あった。東京でも，12月6日に記録的な積雪があっ

た。雪国では，雪の多少が日常のあいさつでもあり，

なんてんの実の付き具合や，もずが餌を蓄える木の
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高さから，その冬の雪の多さを予測する人もいる。

そうした人の予想では，この冬は特別な大雪はな

く，気象庁の予報でも，概ね平年のようであった。

しかし，何となく大雪になりそうである。埼玉県か

らこの地に移って，鋳物の外に，雪の研究を始めて

10年，記録的な大雪や小雪の年があったが，予報は

しばしば外れた。

　私事にわたって失礼であるが，25年ほど前，私は

金属ウランを真空炉で溶解鋳造し，圧延用インゴッ

トを作る仕事に携わっていた。国産第1号の原子炉

の燃料用というので，鋳物としてはいささか過酷な

品質を求められ，苦しんだ。しかし，幸いに，それ

はパイロットプラントの操業であったから，種々の

研究が許されていて，鋳込みの際の溶融金属の流動

や，鋳型内の金属の凝固過程の熱移動のコンピュー

タ解析を行ったりした。また，統計解析によって，

製造に関与する種々の因子から欠陥の発生原因を探

したりした。しかし，このときは，鋳物欠陥を防止

するのに役立つものとして，特に記憶に残るような

結論は得られなかった。それから約15年間，主に埼

玉大学において，鋳物の凝固を相変化を伴う熱物質

移動の過程とみて，その過程を支配する方程式の研

究をした。コンピュータの発達が複雑な方程式の数

値計算を可能にし，鋳込みの前に鋳物の欠陥を予知

できるようになると期待したからである。研究は，

まだこの期待に応える段階に逹していないが，この

途中で気付いたことが幾つかあった。その一つは鋳

型内で起こる凝固現象が，大気の中で起こる気象現

象と相似で，しばしば同じ方程式に支配されると言

うことである。このことは，雪の研究をするように

なって，より確かなものと思えるようになった。

　この考え方を用いると，例えば気象では，上空に

寒気が来ると，小さな氷の粒子ができて雲となり，

成長して雪となり，暖気に触れて降雨となる。同じ

ように鋳型内では，型で冷やされた溶湯が来ると，

小さな気体や固体の粒子ができて雲のようになり，

成長して気泡も結晶粒子となって浮上あるいは沈降

するものと思われる。時には，途中で熱い溶湯に触

れて再溶解することもあろう。さらに考えるならば，

この過程もあの大空で様々の形態をとる雲や地上に

降った雪のさまざまな結晶に相当するものが鋳型内

に存在するかどうか，興味を覚えるところである。

鋳型内の様子を直接に見ることはできないから，透

明の液体を用いる相似実験が行われるが，まだ知ら

れていないようである。

　今日では，スーパーコンピュータが世界の気象を

予測するために，大規模な数値計算を行って，熱物

質移動（気象力学）の方程式を解いているまた，過

去の膨大な気象データの統計解析を行っている。鋳

物においても，大小のコンピュータが，鋳型内凝固

のシミュレーションを行い，巣の発生を予測してい

る。しかし，それらの予測の確かさは，初めに触れ

た雪の予測にみるごとく，今一歩と言うところであ

る。太陽や星の運動の予測があれほど正確に成され

るのに比べ，残念なことである。系が複雑であるか

らと言えばそれまでであるが，これをなんとか単純

に表す方法は無いものであろうか。

　話が代わって，1年間に積雪が5,000cm・日ある

市町村を豪雪地域と呼ぶが，我が国では，この地域

の面積が国土の52％を占め，18％の人口がここに住

む。これは，地球上で稀にみる現象であり，この地

域の積雪の害を克服し，できれば利用することが，

技術開発の大きな目標となっている。私もこの研究

の一端を担ったが，雪の結晶成長の解明と，地上に

積もった大量の雪の処理では，ものの考え方が相当

違い，両者を行うことはちょっと困難のように見え

る。しかし，考えてみれば，それはデンドライトの

成長解析と鋳物工湯の設備設計を同時にやることと

似ていて，鋳物や雪をやる技術者や研究者に課され

た運命なのかもしれない。

　新潟県の鋳物工業は，明治に入って，石油の発掘

をきっかけに，工作機械や産業機械工業とともに栄

え，何代かを経て今日に至っている。各工場は，何

度かの設備更新と建物の立て替えをなされている。

その工場を拝見して，しばしば，そこで工夫（くふ

う）されている雪処理の技術に感心させられる。家

庭や工場における雪処理の技術がまだ確立されてい

ない世間一般の現状で，鋳物工場の雪処理対策に一

段と高い独創性を感じる訳である。これも，恐らく，

そこで働く技術者の仕事の幅が広く，高い柔軟性が

求められているためであろう。その柔軟性を生かし

て，社業にもさらに発展を期していただきたい，と
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祈る次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

巻頭言「ボランティア精神」

　雪氷北信越，Vol.35， 1994.

 北信越支部長（長岡技術科学大学教授）梅村晃由

　拙宅の前の道路を広げて通学路ができた。道路は

幹線となったので，雪が降ると暗い中から除雪車が

来て車道を除雪するようになったが，肝心の歩道は

放置されている。家の前は，拙妻が我家の消雪パイ

プで融解するが，右隣の空地に沿う20mと左の橋と

その取付け坂道約250mは，関係者が誰もいない。

　雪の朝見ていると，始めは，大人も子供も車道

を歩いているが，そのうちに，勇敢な小学生が膝ま

で雪に埋まって，歩道の部分に筋をつける。しばら

くすると，集団登校の小学生が次々にこの筋を通過

し，登校が終わった頃には，細いながら立派な歩道

ができている。そして，大人も子供もこの道を通る

ようになる。

　気温が上がって雪が踏み固められて，堅いところ

と軟らかいところができると，道は穴ぼこになる。

大人はまた通らなくなり，通る子供は面白がって，

すべり，この穴ぼこをますますひどくする。

　大学教授というのは，運動不足になりがちな職業

である。スキーやスポーツクラブに出かけるが，考

えてみれば，この歩道の除雪も悪くはない。自分の

為ばかりではなく，人の為になる。私は朝早く目が

さめて，雪が積もっていると，あるいは休日で気が

向くと，スノーダンプを出して，この歩道を敷き均

すことにした時に通行人が「御苦労さんです」「有り

難うございます」と声をかけてくれる。「何，私の健

康のためですよ」と言うのも，気障に思えて，「どう

いたしまして」と答える。

　昨年と一昨年，アメリカのいくつかの大学を訪問

した。勝手にキャンパスを歩き回らせてもらうのが

楽しみである。広いキャンバスには，よく管理され

た建物が次々とならんでいる。建物の中を歩いて

いると，黒い髪の女子学生が，自国の教授と思うの

か，親しげに挨拶してくれたりする。

　ところで，この立派な建物はだれが作ったのであ

ろうか。よく見ると，どの建物にも読み易くない名

前が美しい文字で刻み込まれている。この建物を寄

付した人の名前だ。私立大学ぱかりではない。州立

大学でも同じである。これらの寄付者達は，19世紀

から20世紀にかけてのアメリカの繁栄の時期の成功

者かあるいはその遺産相続者であろう。この人たち

のボランティア精神は，今日アメリカのみならず世

界から集まった学生に，また，研究熱心な教授たち

に，計り知れない恩恵を与え続けている。明日の社

会も，結局は，ここに学んだ者達の主導のもとにつ

くられてゆくように思えてならない。

　今日，我国の国立大学では，施設があまりにも貧

弱で，管理も良くされていないということが問題に

なっている。国立大学であるから，当然国の税金に

よって改善すべきと考えがちであるが，それには限

度があろう。その改善は，強制的に徴収される税金

よりも，むしろボランティアの寄附に多くを頼ると

いうことが，本当ではないだろうか。我国の現状は，

税制を始めとして，こうした寄附が行われ易いよう

な環境にはないけれども，近い将来にこれが改善さ

れ，個人の善意と創意の生かされた素晴らしい施設

がつぎつぎと誕生することを期待したい。これが，

世界の文明を支える民族として尊敬されるための条

件の一つではないかとも思う。

　通学路を除雪するということと，大学の建物を寄

附するということでは，事の大きさはかなり述う。

しかし，その精神は同じで，この精神をそれぞれが

自分のできる範囲で，どれだけ発揮するかというこ

とが，今日の社会に益々重要となってきたように思

える。

　このことは，我が学会の活動についてもいえる。

前会員で中国山地の学術調査で雪崩に遭遇し，亡く

なられた井上治郎氏の御遺族は，本学会に2000万円

の基金を寄附された。これによって，法人化のため

に必要なぎりぎりの線上にあった本学会の財産は，

一挙に2倍になって，財政の基盤が確立された。ま

た，本学会の発足以来，あるいは数年前の各支部の

発足以来，賛助会員，あるいは特別会員となって，

定常的な援助を続けられている企業あるいは公共団

体は，会誌の出版をはじめとする本学会の直要な日

常活動を支えている。また，本部や支部の役員や各

種委員となって，自前で，学会の活動に参加されて

いる個人も同様である。こうした個人や団体の発揮
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されたポランティア精神が，今日の本学会の維持に

どれほど貢献し，雪氷の科学と技術の発展を支えて

いるかを思い，改めて感慨を覚える次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

克雪･利雪施設の経済性評価

　日本雪工学会誌，Vol.16（4），1-2，2000.

　近年公共工事の見直しが叫ばれるようになって，

私共がこの20年間に行って来た，「集雪冷房システ

ムの経済性」の研究について，少しは先を見た研究

であったかと思うようになった。

　1978年，私の在籍する長岡技術科学大学が新構想

大学として創設され，その構想に共感して就任した

とき，世の中は石油ショック後のエネルギー危機が呼

ばれていた。また長岡は豪雪都市で，時の小林市長

は，新しい大学のスタッフが克雪技術の研究をする

ことを期待していた。私は「エネルギー…，克雪…」 

と考えているうちに，都市の排雪をし易くし，かつ

その雪の冷熱を利用するといシステムを考えつい

た。これを「集雪冷房システム」と名付けて産学協

同でフィージビリティースタディを行なった。

　雪は大量に貯める程簡単な断熱で保存できる。そ

こで，郊外に大きな貯雪ダムを建設し，都市内で集

められた雪をここに保存して，その冷熱を夏に建物

の冷房に使うことにした。雪を集めるには，丁度，

下水道のように，水で雪を流すパイプラインを市街

地に敷設し，雪押込機と呼ぶ機械に雪を投入する

と，雪は自動的にダムに送られ，水は戻って来て循

環する，というシステムである。

　フィージビリティースタディの結果は，当時の技

術で実現可能であるが，長岡市東岸の市街地を対象

とした規模で，その建設費は1200億円を越えると計

算された。貯雪の冷熱を冷房用に売って建設費が償

却できれば，ガス会社のように，民間事業としてこ

のシステムを建設することもできる。

　しかし，残念ながら，冷熱を売って得られる収入

はシステムの運転維持費にも満たない値となった。

それでは，公共事業でやってはどうかということに

なる。下水道は公共事業で敷設され，その利用収入

は，システムの維持費に満たないこともある。同じ

意味で，雪国の都市に特有なもうひとつの下水道が

あってもよいではないか。しかし，これを言う前に，

このシステムが雪害をどれだけ軽減するのか。それ

を金額で表し，その減らす金額を便益として，新し

いシステムの建設と運転にかかる費用と比較する必

要があるのではないか。当時，雪害の酷さを示す報

告は多く，その大きさを指数で示す研究も行われて

いたが，金額で表すことは行われていなかった。そ

こで，私は従来の研究とはいささか趣の変わった，

経済性評価の研究を始めることにした。

　何に注目したらよいか。課題を与えた学生の五十

嵐君は，頻繁に私のところに来ては，しつこく聞

いた。考えとして纏まったのが，「場所の閉鎖」と

「物の損壊」である。つまり，積雪が道路や場など

の場所を使えなくするのが「場所の閉鎖」であり，

その損害額はその場所が提供している便益の金額に

相当する。そして，その金額はその場所に今かけら

れている費用，つまり，地価に金利をかけたものと

償却費の和に等しいと仮定する。

　一方，「物の損壊」は，建物や樹木や自動車など

が，雪のために余分に必要とする費用で，柱を太く

したとか，雪囲いをするとか，雪道用タイヤなどを

用いる費用である。目標とする地域を適当な大きさ

のブロックに分けて，ブロック毎にこれらの項目を

集計してゆくと，毎日の雪害度（円/m2d）が場所と

時間の関数として求められる。

　ある地域にある施設，例えば，消雪パイプを設置

したら，どれだけ雪害度が減るか，過去の降雪デー

タを用いて毎日の雪害度を計算すると，大雪の年や

小雪の年における，施設の効果が良く分かり，耐用

年間で集計すると，この施設の寿命までの費用便益

比が分かる。これが，1より大きければ経済的とい

えるし，低ければ何らかの費用低減策をとるべきで

あろう。費用便益比は，一般に，地価の高い都市中

心部で高く，山村部で低い。除雪方法では，一般

に，機械除雪，消雪パイプ，流雪溝の順に低くなる。

長岡市や十日町市で試算した値を見ると，消雪パイ

プで1以下となったものはなく，流雪溝で1に近い

値となっている。集雪冷房システムは，長岡市では

中心部のみなら1を超えそうであり，十日町市では

既存流雪溝と組み合わせると1を超えそうである。

　地域の雪害度や克雪･利雪施設の費用便益をもと

める具体的計算は，上村君や諸橋君が精力的に実施
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して，それぞれの学位論文にまとめてくれたが，社

会での活用は今ひとつと言ったところである。その

大きな原因は，地価や金利という極めて不安定な値

を根拠にしたことが，信頼性を損なったためと思わ

れる。当時の地価はバプル経済の元凶で，得られ

る便益から離れていたのでこれは当然のことであっ

た。しかし，いまの地価はその場所から得られる便

益に近づいてきたので，信頼性は高まっている。一

方，金利は，当時の値として年率6%を取ってきた

が，今の日本は極端な低金利で，逆に実態から離れ

た値となっている。しかし，世界の金利で見れば，

この値は，いまでも概ね妥当な値である。

　このように，この計算法は，長い年月と，広い経

済社会の平均的な値を求めるに適しており，結果は

長期的な投資の判断に役立つと思える。克雪・利雪

の施策に関係する方々からご一考たまわるようお願

いしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

退官記念会の御礼文　2001年9月9日

　拝啓，秋涼の候，益々ご清祥の御事とお察ししお

喜び申し上げます。先日は，私の退官記念会にご参

加賜り，ご芳志をお寄せ下さいまして，心から御礼

申し上げます。

　日も経ちましたが，いま，記念会のことを，振り

返りますと，ほのぼのとした思いがいたし，感謝の

気持ちに満たされます。退官の二年程前から，退官

を機に新しい人生を歩むことを，自分だけでなく，

皆さんの心にも止めていただくよう，何か記念の行

事をしたいと思っていました。片貝製作所の遠藤社

長から，片貝祭りで三尺玉大花火を揚げないかとの

お誘いを受けたときは，少々値が張るが，いただく

退職金に比べれば，大した事はないと思い，先輩の

豊山先生にも倣って，お受けすることにしました。

　一方で，白樫先生始め，長岡技術科学大学の有志

の方が私の記念会を計画してくださるとのことでし

たので，日取りを大花火を上げる九月九日に合わせ

ていただきました。そして，皆様からの募金は，一

緒に打ち上げる花火にして下さるようお願いしまし

た。この不景気の時に，一瞬にして消える花火なぞ

に，皆様の大切なお金を使わせて申し訳なく思いま

す。しかし，片貝の人達の心意気を知り，心のため

にお金を使うことも時には必要かと存じました。蛇

足ながら，不景気だからこそ，なるべく景気よく

やろうというのも，昔からの私のへそ曲がり根性に

沿ったものでありました。

　思い起こせば，故人となられた手嶋先生の助教授

として埼玉大学工学部の立ち上げをお手伝いし，途

中で先生の後を追って，長岡技術科学大学に移りま

した。それにも拘わらず，埼玉大学の先生や卒業生

の方々は今もお付き合いくださいます。この記念会

にも川橋先生はじめ多くの方がご参加くださいまし

た。そして長岡技術科学大学の立ち上げのときは，

苦しいながら楽しい仕事の日々でした。私に仕事をく

ださいました斎藤信義先生と，戸倉仁一郎先生が退

官記念会に暖かいメッセージをお贈り下さいました。

　記念会会場では，長岡技術科学大学在職中の先生

や，卒業生や，お世話になった会社の社長さんなど

沢山の方から，いろいろな思い出と励ましの楽しい

言葉をいただき，有難うございました。許されるこ

となら，ご列席されたすべてのみなさんからお言葉

をいただき続けたい，この後は，健康の許す限り，

研究開発をお手伝いする新しい事業に力を尽くして

参りたい，そんな思いでいっぱいでした。

　おかげで，二つの花火とも見事に揚がりました。

この退官記念会と花火大会にご尽力をいただきまし

た実行委員会の皆様に心から感謝いたします。

　そして，最後にもう一度，この記念会にご賛同く

ださいました貴殿に，心からの御礼を申し上げます

とともに，ご尊家のご繁栄をお祈り申し上げます。

平成十三年十月吉日

 梅村晃由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

膨大な業績を積み上げられた梅村先生です。すべて

を紹介することはできませんので，雪に関する主な

ものについて論文・解説を以下に列記いたします。

【論文】

集雪冷房システムにおける融雪量の算定，梅村晃由

ほか : 雪氷，44， pp.141-147， 1982.

泡被覆による融雪制御の研究－第1報　屋外実験に

おける効果と問題点，梅村晃由ほか : 雪氷，49， 

pp.203-210， 1987.

集雪冷房システムのフィージビリティスタディ（第
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1報 長岡市の立地条件と集雪システム設計， 梅

村晃由ほか : 雪氷，47， pp.63-70， 1985.

 ※第2報（1985），第3報（1989）あり

雪の水力輸送に関する研究－第2報 管内への雪押

込み装置－， 梅村晃由ほか : 雪氷，46（2）， pp.51-

58， 1984. 

 ※第１報（1983）～第10報（1988）あり。

雪の水力輸送機械の開発－第1報 雪押込機の固相率

変動と閉塞限界設計－， 梅村 晃由他， 雪氷，54

（1）， pp.19-25， 1992. 

 ※第5報（1997）まであり。

豪雪都市の雪害度に関する研究－第1報 雪害度の

定義と試算－， 梅村晃由ほか : 自然災害科学， 9

（1）， 17-26， 1990. 

 ※第2報（1992），第3報（1995）あり。

豪雪都市の除排雪システムの経済性評価 第1報 長

岡市商業地域の既存システムの費用便益計算， 

諸橋和行，梅村晃由 : 雪氷， 57（1）， 3-10， 1995. 

 ※第2報（1996），第3報（1997）あり。

【解説】

管路による雪の水力輸送， 梅村晃由，白樫 正高 : 雪

氷，51（1）， pp.55-63， 1989.

雪の水力輸送に関する力学的研究の展望 : 梅村晃

由， 雪氷，58（4）， pp.321-328， 1996.

　末筆にて少々思い出話を語らせていただこうと

思います。上で紹介した随筆を読んで頂けるとわ

かるとおり，文学的というか哲学的な教養の深い方

でした。私が院生から助手の頃，論文を書く，とな

ると「上村くん，言うから打て」というのが常套句

でした。まだPCが普及していない時代，キーボー

ドをタイプするということに気を取られ，思考が停

止するのがあまり愉快でなかったのだろうと思いま

す。先生は作文に専念し，私は入力に専念するとい

う分業です。先生の言葉を聞き取ってはタイプし，

「やっぱり全部消せ」と言われればイチからやり直

し。そんな行ったり来たりを何度も繰り返しながら

論が構成されていきました。今振り返ると，実に贅

沢な教育を受けたのだな，としみじみと思います。

先生の思考の展開，文章の作り方，論理構成，読者

への訴求，わかり易さ，など，文章を起こす全ての

プロセスを伝授された時間でした。今の時代，こん

なに時間を費やす教育は到底できません。

　柔軟に発想し，自由に行動される方でした。上

記の論文リストを見ていただいて分かる通り，もと

もとのご専門である鋳造や熱移動論にこだわること

なく，長岡着任後は「地元研究を」との声を受け，

「豪雪を資源に」という全く新しい視点での研究に

精力的に取り組まれました。当時，講演に招かれて

集雪冷房システムの紹介をした際に，「雪で冷房な

んかできるはずがない」と大勢の聴衆の前で嘲笑

されたというお話を聞いたことがあります。さぞ悔

しかったことでしょう。今や雪を利用した冷房や冷

蔵は当たり前になり，むしろ新たな付加価値を生む

までになっています。先生が先鞭をつけられた研究

が，社会にイノベーション（価値観の革新）をもた

らしたといえるのではないでしょうか。

　大勢の優秀な人材を社会に送り出されました。皆

産業界で大いに活躍されております。末席にいる諸

橋くんや私がそれなりに仕事ができているのは，や

はり先生の教えのおかげと思っています。徳のある

温厚なお人柄は多くの方から愛されていました。毎

年各地に研究室旅行にでかけ，学生たちと共によく

食べよく飲み，良く語り合っておりました。50代の

頃は並行輸入したアメ車（Buickの2ドアクーペ）

を颯爽と乗りまわしておられました。新潟の日本酒

もこよなく愛され，寒梅友の会の一員として定期的

に利き酒会にもご参加されていたようです。

　一つだけ心残りがあります。2024年に雪氷研究大

会が長岡で開催された，そのときの雪氷学会会長が

東信彦先生で雪工学会の会長が私でした。梅村先生

が長岡技大の教員として引き上げてくださった2人

です。学会要旨集の冒頭で両学会会長の挨拶文が並

ぶ頁の写しを持参してご報告したら，きっと喜んで

下さるだろうと思っていました。学会直後の2024年

10月にご入院され，報告の機を逃してしまいました。

　大学運営にしても研究活動にしても，常に柔軟な

発想で新しいことに挑戦し続けた人生でした。微力

ながらその意志を受け継いで参りたいと思います。

　心より御冥福をお祈りいたします。

 合掌

　　 30 


